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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei
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〈
出
題
〉
九
段
　
石
榑
郁
郎

黒
先

〈
ヒ
ン
ト
〉セ
キ
で
は
失
敗
で

す
。
一
手
目
に
白
の
眼
形
を

崩
す
好
手
が
あ
り
ま
す
。

（
　
分
で
二
、
三
段
以
上
）

10

　
5
月
　
日
、

15

日
本
労
働
弁
護

団
が
「
解
雇
規

制
緩
和
反
対
」

の
集
会
を
都
内

で
開
い
た
。
全

労
連
や
全
労
協
の
ほ
か
連
合

本
部
も
参
加
▼
解
雇
規
制
緩

和
は
、
安
倍
政
権
の
「
成
長

戦
略
」の
労
働
分
野
の
柱
で
、

産
業
競
争
力
会
議
な
ど
の
場

で
議
論
が
進
ん
で
い
る
。
裁

判
で
解
雇
無
効
が
認
め
ら
れ

て
も
一
定
の
金
銭
を
払
え
ば

解
雇
で
き
る「
金
銭
解
決
制
」

や
解
雇
が
容
易
な「
勤
務
地
・

職
種
限
定
型
正
社
員
」
な
ど

が
検
討
さ
れ
て
い
る
▼
大
阪

市
立
大
の
根
本
到
教
授
は
講

演
で
規
制
緩
和
論
者
が
持
ち

出
す
ド
イ
ツ
の
金
銭
解
決
制

に
つ
い
て
解
説
。「
使
用
者

側
の
申
立
て
は
、
労
働
者
側

に
非
が
あ
る
よ
う
な
場
合
に

限
ら
れ
、
容
易
に
は
認
め
ら

れ
て
い
な
い
」
と
指
摘
▼
同

様
の
制
度
が
公
務
員
に
持
ち

込
ま
れ
る
危
険
も
あ
る
。
断

固
反
対
し
よ
う
。

               （
連
合
通
信
）

賃
下
げ
反

賃
下
げ
反
対対

　  署の実情で5時前の受付締切りも可
 協
議
会
 長
官
団
交
行
う

               差
別
是
正
、中
高
年
に
光
を

 　
全
国
税
・
沖
縄
国
公
労
全
税
支
部
協
議
会
は
、

5
月
　
日
、
稲
垣
光
隆
新
長
官
と
は
じ
め
て
と
な

24

る
今
年
度
4
回
目
の
長
官
団
交
を
行
い
ま
し
た
。

　
組
合
差
別
是
正
、
確
定
申
告
期
の
総
括
、
徴
収

シ
ス
テ
ム
、
再
任
用
や
宿
舎
廃
止
の
問
題
、
非
常

勤
職
員
の
処
遇
改
善
な
ど
職
場
の
切
実
な
声
を
長

官
に
届
け
ま
し
た
。

増
山
代
表
委
員
　
①
組
合
差

別
是
正
、
②
確
定
申
告
期
総

括
の
２
点
に
つ
い
て
長
官
の

見
解
を
伺
い
た
い
。

長
官
　
職
員
が
健
康
で
意
欲

を
持
っ
て
働
け
る
、
明
る
く

風
通
し
の
よ
い
職
場
は
大

切
。
職
員
団
体
か
ら
の
生
の

声
を
聞
く
こ
と
も
大
切
で
、

窓
口
は
い
つ
で
も
開
い
て
い

る
。
正
常
な
労
使
関
係
の
維

持
は
必
要
で
、
従
来
か
ら
正

当
な
労
働
組
合
に
対
し
、
敵

視
・
支
配
介
入
は
し
て
い
な

い
。
　
確
定
申
告
期
で
は
ｅ
‐
Ｔ

ａ
ｘ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
等
、
納

税
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

り
な
が
ら
相
談
・
内
部
事
務

の
効
率
化
を
図
り
、
超
勤
削

減
に
つ
な
が
っ
た
。
仙
台
局

の
応
援
・
電
話
相
談
も
行
い
、

順
調
に
終
了
し
た
。
皆
さ
ん

の
努
力
に
感
謝
し
た
い
。

増
山
代
表
委
員
　
　
年
間
差

40

別
人
事
が
行
わ
れ
て
き
た
。

東
海
地
連
の
川
澄
さ
ん
は
、

６
級
ポ
ス
ト
に
昇
任
し
た
が

６
級
発
令
が
な
い
ま
ま
、
い

ま
再
任
用
で
働
い
て
い
る
。

主
務
課
に
も
の
を
言
っ
て
き

た
こ
と
が
理
由
だ
と
考
え
ら

れ
る
が
、
茂
木
友
三
郎

（
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
取
締
役
名

誉
会
長
）
さ
ん
は
「
異
見

（
異
な
る
意
見
）を
聞
か
ぬ
組

織
の
危
う
さ
」
を
言
っ
て
い

る
。
異
見
を
認
め
な
い
職
場

が
問
題
だ
。

　
差
別
を
是
正
す
る
こ
と
が

長
官
の
第
一
の
責
任
だ
。

宮
城
副
代
表
委
員
　
沖
縄
全

税
支
部
組
合
員
に
対
し
該
当

者
が
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

８
年
間
６
級
ポ
ス
ト
昇
任
発

場
で
は
　
歳
代
の
統
括
官
が

40

い
る
。
差
別
を
し
て
い
な
い

と
言
う
な
ら
、
７
月
の
発
令

で
目
に
見
え
る
形
で
６
級
ポ

ス
ト
発
令
を
す
べ
き
だ
。

長
官
　
個
別
の
話
は
コ
メ
ン

ト
し
な
い
。
人
事
は
適
材
適

所
、
限
ら
れ
た
定
数
の
範
囲

内
で
法
令
に
基
づ
き
適
正
に

行
っ
て
お
り
、
所
属
組
合
に

よ
る
差
別
は
し
て
い
な
い
。

　
公
正
で
明
朗
な
 

　
　
　
　
　
人
事
の
確
立

協
議
会
　「
定
年
退
職
ま
で

に
は
誰
で
も
6
級
」
を
実
現

す
る
こ
と
。
そ
の
た
め
、
上

席
の
6
級
格
付
け
を
行
う
こ

と
。
ま
た
、
上
期
発
令
で
普

　
・
　
期
及
び
同
年
採
用
者

32

33

に
ポ
ス
ト
発
令
を
行
う
こ

と
。

長
官
　
５
月
　
日
、
人
事
院

10

総
裁
に
税
務
職
員
の
処
遇
改

善
を
要
望
し
「
上
席
６
級
格

い
な
い
。
見
え
な
い
も
の
を

見
る
の
は
難
し
い
。
ど
う

や
っ
た
ら
い
い
か
考
え
て
み

た
い
。

協
議
会
　
風
通
し
の
い
い
職

場
を
言
う
な
ら
、
き
れ
い
な

報
告
で
は
だ
め
だ
。

受
付
4
時
 

　
　
締
め
切
り
を

協
議
会
　
九
州
、
沖
縄
で
は

受
付
を
4
時
で
締
め
切
っ
て

い
る
が
、
東
京
で
は
署
外
は

4
時
締
切
り
だ
が
、
署
会
場

は
４
時
　
分
で
も
受
け
付
け

55

て
い
る
。
5
時
ま
で
受
け
付

け
れ
ば
超
勤
に
な
る
。
署
内

会
場
も
含
め
て
４
時
受
付
締

め
切
り
を
実
施
し
、
５
時
相

談
終
了
を
徹
底
す
る
こ
と
。

長
官
　
開
庁
時
間
内
に
相
談

を
終
了
す
る
よ
う
、
各
署
で

努
力
し
て
い
る
。
納
税
者

ニ
ー
ズ
か
ら
一
律
に
４
時
締

切
り
は
出
来
な
い
。

協
議
会
　
従
事
人
員
か
ら
1

日
の
面
接
人
員
を
何
人
と
決

め
て
広
報
す
べ
き
だ
。

総
務
課
長
　
締
め
切
り
を
一

律
に
指
示
す
る
考
え
は
な

い
。
各
署
の
運
営
と
し
て
一

考
し
て
も
ら
い
た
い
。

協
議
会
　
隣
接
署
で
違
う
こ

と
は
で
き
な
い
。

協
議
会
　
来
署
型
、
作
成

コ
ー
ナ
ー
P
C
で
の
３
週
間

還
付
を
止
め
る
こ
と
。　
年
24

分
で
の
検
証
結
果
は
ど
う

な
っ
た
の
か
？

長
官
　
平
成
　
年
度
 ｅ
‐
Ｔ

24

ａ
x
に
よ
る
申
告
を
、
自
宅

と
署
か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の

に
分
け
測
定
結
果
を
分
析

し
、
適
正
に
考
え
て
い
く
。

協
議
会
　
新
た
な
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
を
考
え
て
る
の
か
。

総
務
課
長
　
考
え
て
な
い
。

協
議
会
　
立
ち
っ
放
し
、
ハ

イ
カ
ウ
ン
タ
ー
を
止
め
、
着

座
相
談
体
制
と
す
る
こ
と
。

長
官
　
来
署
者
数
を
考
え
る

と
、
効
率
的
で
あ
る
。

協
議
会
　
立
ち
っ
放
し
に
自

信
が
な
い
か
ら
再
任
用
は
や

り
た
く
な
い
と
言
っ
て
い

る
。
ハ
イ
カ
ウ
ン
タ
ー
を
導

入
し
た
時
に
半
日
交
替
を
約

束
し
た
。

総
務
課
長
　
大
変
だ
と
思
う

の
で
半
日
交
替
を
考
え
た
。

ハ
イ
カ
ウ
ン
タ
ー
は
効
率
的

で
あ
り
、
止
め
る
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
。
職
員
の
健
康

に
は
配
慮
し
た
。

協
議
会
　
挙
署
体
制
に
問
題

が
あ
る
。
法
人
の
応
援
が
少

な
い
か
ら
半
日
交
替
が
出
来

な
い
。
法
人
は
２
月
～
３
月

は
調
書
を
書
い
て
い
る
。
法

人
は
全
面
的
に
応
援
す
べ
き

だ
。

総
務
課
長
　
中
高
年
の
１
日

立
ち
っ
放
し
が
辛
い
こ
と
は

よ
く
分
か
る
。
ハ
イ
カ
ウ
ン

タ
ー
を
ど
う
い
う
工
夫
が
出

来
る
か
、
考
え
て
い
く
。

の
旗
は
下
げ

ら
れ
な
い

協
議
会
　
　
期
・

32

　
期
は
後
が
な

33い
。
救
う
段
取
り

を
考
え
て
ほ
し

い
。

協
議
会
　
若
手
を

指
導
し
て
い
る

が
、
若
手
は
局
か

ら
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト

で
降
り
て
き
た
統

括
官
と
、
職
場
で

黙
々
と
仕
事
を
し

て
い
る
上
席
た
ち

の
姿
を
見
て
い

付
け
」
も
要
望
し
た
が
、
査

定
当
局
は
税
務
職
が
進
み
す

ぎ
て
い
る
と
の
認
識
で
結
果

と
し
て
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
。

人
事
課
長
　
複
雑
・
困
難
化

が
進
ん
で
い
る
の
で
上
位
級

に
つ
け
て
ほ
し
い
と
粘
り
強

く
訴
え
て
い
る
。
私
に
言
う

よ
り
組
合
か
ら
人
事
院
に

言
っ
て
ほ
し
い
。

令
が
な
い
。
４

人
の
該
当
者
が

い
る
。
後
間
書

記
長
は
職
場
の

評
価
も
高
く
　54

歳
で
５
級
の
最

高
号
俸
に
置
か

れ
て
い
る
。
職

る
。
局
か
ら
降
り
て
き
た
統

括
官
に
は
キ
ャ
リ
ア
が
足
ら

な
い
。

　
確
申
期
の
総
括

協
議
会
　
　
年
分
確
申
期
の

24

①
提
出
枚
数
②
来
署
者
数
③

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
割
合
の
状
況
な

ど
の
数
値
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
。

総
務
課
長
　
真
正
な
ｅ
‐
Ｔ

ａ
ｘ
は
増
え
た
。
①
②
は
暫

定
値
な
の
で
回
答
は
差
し
控

え
た
い
。

協
議
会
　
超
勤
の
状
況
で
は

前
年
比
増
え
た
の
か
？

総
務
課
長
　
管
理
運
営
、
個

人
、
資
産
税
は
減
っ
て
る
。

協
議
会
　
都
市
周
辺
署
は
増

え
て
い
る
。
東
京
局
の
あ
る

署
の
管
理
運
営
で
は
４
・
４
・

１
・
４
・
１
の
事
例
が
報
告

さ
れ
て
い
る
。
特
定
の
職
員

に
超
勤
が
集
中
し
て
い
る
。

総
務
課
長
　
超
勤
は
全
国
５

２
４
署
中
２
７
５
署
で
減
っ

て
い
る
。

協
議
会
　
超
勤
が
減
っ
て
い

る
と
言
う
が
、
局
・
署
か
ら

あ
が
っ
て
き
た
数
字
だ
。
あ

る
署
で
は
実
際
の
超
勤
を
4

割
減
ら
さ
れ
て
い
る
。

協
議
会
　
水
・
金
も
超
勤
し

て
い
る
。
や
む
を
え
ず
超
勤

し
て
い
る
部
分
を
拾
っ
て
い

な
い
。

人
事
課
長
　
管
理
者
が
時
間

管
理
を
行
っ
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
。
朝
も
超
勤
命
令

が
出
せ
る
と
理
解
し
て
い
る

の
で
、
職
場
で
言
っ
て
も
ら

い
た
い
。　

協
議
会
　
予
算
が
な
い
か

ら
、
６
割
し
か
支
給
で
き
な

い
と
言
っ
て
い
る
。
組
織
的

な
問
題
だ
。
庁
が
超
勤
削
減

を
言
え
ば
局
は
そ
の
と
お
り

削
減
す
る
、
庁
に
正
確
な
情

報
が
伝
わ
ら
な
い
と
言
う
、

危
機
感
を
持
つ
べ
き
だ
。

協
議
会
　
あ
る
署
で
超
勤
ア

ン
ケ
ー
ト
を
や
っ
た
。
管
理

運
営
の
職
員
か
ら
は
、
繁
忙

期
は
ま
ち
ま
ち
。
統
括
官
は

超
勤
手
当
を
実
働
で
付
け
た

が
、
総
務
課
で
４
割
カ
ッ

ト
。
長
官
も
真
摯
に
受
け
止

め
て
ほ
し
い
。

会
計
課
長
　
予
算
が
足
り
な

い
と
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う

マ
ク
ロ
の
世
界
で
は
細
か
く

手
当
て
し
た
。
超
勤
手
当
を

４
割
削
減
さ
れ
た
話
は
理
解

で
き
な
い
。
実
態
を
き
ち
ん

と
把
握
し
予
算
が
足
り
な
い

な
ら
局
間
で
調
整
す
る
。

総
務
課
長
　
残
業
の
報
告
が

実
際
と
違
う
と
言
う
が
、
上

が
っ
て
く
る
数
字
し
か
見
て

長官の姿勢を問う、増山協議会代表委員ら参加者

長
 官

侠 僑挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙

侠僑 挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙

職員の生の声に耳を傾けると強調した稲垣長官
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始
ま
っ
た
退
職
金
カ
ッ
ト

な
ん
と
無
慈
悲
な

【
近
畿
・
北
大
阪
支
部
】

　
今
年
の
１
月
か
ら
、
退

職
者
に
つ
い
て
、
退
職
金

の
カ
ッ
ト
（
調
整
率
の
引

き
下
げ
）
が
始
ま
り
ま
し

た
。
昨
年
末
、
多
く
の
退

職
者
が
あ
り
ま
し
た
。
も

ち
ろ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
職
員

の
事
情
は
あ
っ
た
で
し
ょ

う
が
、
例
年
に
比
べ
多
い

こ
と
か
ら
考
え
て
、
退
職

金
の
カ
ッ
ト
が
影
響
し
た

こ
と
は
間
違
い
な
い
と
こ

ろ
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら

来
年
6
月
　
日
ま
で
順
次
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カ
ッ
ト
幅
が
大
き
く
な

り
、
来
年
7
月
1
日
以
降

す
べ
て
の
職
員
が
カ
ッ
ト

後
の
調
整
率
（
1
0
0
分

の
　
）
を
適
用
さ
れ
る
こ

87
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ

は
こ
れ
ま
で
の
退
職
金
と

比
べ
4
0
0
万
円
を
超
え

る
削
減
額
に
な
り
ま
す
。

　
来
年
定
年
を
迎
え
る
普

通
科
　
期
生
が
採
用
さ
れ
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た
頃
、
国
家
公
務
員
に
定

年
退
職
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
退
職
さ
せ
る
た
め
に
、

人
事
異
動
を
も
ち
ら
つ
か

せ
て
い
ま
し
た
が
、
職
員

に
退
職
を
お
願
い
す
る
立

場
の
当
局
は
一
応
、
就
職

の
相
談
に
も
乗
っ
て
い
た

の
で
す
。

　
定
年
制
が
導
入
さ
れ
た

と
思
っ
た
ら
今
度
は
年
金

の
支
給
開
始
年
齢
の
引
き

上
げ
。
確
か
に
支
給
開
始

年
齢
を
ど
ん
ど
ん
引
き
上

げ
て
お
け
ば
年
金
制
度
自

体
は
崩
壊
し
ま
せ
ん
が
、

せ
っ
せ
と
年
金
を
か
け
続

け
て
き
た
者
に
と
っ
て
は

ペ
テ
ン
で
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
　
退
職
後
再
任
用
の
制
度

は
あ
り
ま
す
が
、
契
約
は

１
年
ご
と
。

　
定
年
後
５
年
、
体
が
も

つ
か
ど
う
か
は
微
妙
な
と

こ
ろ
。
２
年
間
に
わ
た
る

憲
法
違
反
の
給
料
カ
ッ
ト

に
加
え
、
長
年
の
労
苦
を

あ
ざ
笑
う
か
の
よ
う
な
こ

の
冷
遇
。
怒
っ
て
当
然
で

す
よ
ね
。

職
員
犠
牲
の
確
申
期

【
関
信
・
埼
玉
県
支
部
】

　
平
成
　
年
分
の
申
告
相
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談
は
確
定
申
告
書
の
提
出

件
数
激
減
、
来
署
（
場
）

者
数
増
加
の
傾
向
が
見
ら

れ
ま
し
た
。
会
場
に
人
を

呼
び
込
み
、
職
員
の
負
担

増
で
乗
り
切
っ
た
確
申
期

と
言
え
ま
す
。
自
書
申
告

の
推
進
に
逆
行
す
る
結
果

に
な
り
ま
し
た
。

　
一
部
会
場
で
は
、
発
券

機
導
入
で
受
付
の
混
乱
は

収
ま
り
ま
し
た
が
、
相
談

終
了
の
時
間
が
遅
く
な
る

傾
向
が
見
ら
れ
、
定
時
退

庁
日
・
閉
庁
日
対
応
で
も

相
談
の
た
め
６
時
過
ぎ
ま

で
帰
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
増

え
ま
し
た
。

何
で
も
ア
リ
ー
ナ
、
ト
ン

で
も
Ｓ
Ｋ
Ｉ
Ｐ

　
合
同
会
場
で
は
、
署
間

の
相
談
体
制
・
応
援
体
制

に
温
度
差
が
見
ら
れ
、
会

場
運
営
が
混
乱
し
て
い
ま

す
。
誤
指
導
も
多
く
、
署

の
窓
口
・
電
話
で
の
苦
情

も
目
立
っ
て
い
ま
す
。
職

員
の
間
で
は
、「
何
で
も

ア
リ
ー
ナ
、
ト
ン
で
も
Ｓ

Ｋ
Ｉ
Ｐ
」
と
囁
か
れ
て
い

ま
す
。
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〈
解
答
〉
黒
1
の
ホ
ウ
リ
込
み

が
好
手
。
白
2
に
黒
3
、
5

で
白
死
で
す
。
黒
1
で
3
は

白
4
黒
5
白
イ
黒
ロ
白
1
以

下
セ
キ
。
白
2
で
5
な
ら
黒

2
。
ま
た
白
2
で
ロ
な
ら
黒

3
白
4
黒
イ
で
白
死
で
す
。

協
議
会
　
雇
用
と
年
金
の
接

続
に
つ
い
て
、
義
務
的
再
任

用
で
は
な
く
段
階
的
定
年
延

長
と
す
る
よ
う
関
係
機
関
に

働
き
か
け
る
こ
と
。
ま
た
、

再
任
用
職
員
の
位
置
づ
け
に

つ
い
て
、
今
年
新
た
に
再
任

用
特
官
の
枠
が
確
保
さ
れ
た

が
、
こ
の
目
的
は
何
か
。
ど

う
運
用
す
る
つ
も
り
か
？
　

俸
給
は
６
級
と
な
る
の
か
。

長
官
　
定
年
退
職
後
の
再
任

用
に
つ
い
て
は
、
欠
格
事

由
、
分
限
処
分
に
限
り
再
任

用
と
な
ら
な
い
。
定
年
延
長

の
要
求
に
つ
い
て
は
、
政
府

と
し
て
再
任
用
制
度
が
決
め

ら
れ
た
こ
と
で
あ
り
意
見
を

申
し
上
げ
る
立
場
に
な
い
。

人
事
課
長
　
再
任
用
に
当
た

り
、
培
わ
れ
た
経
験
を
検
討

し
た
結
果
、
６
級
ポ
ス
ト
も

必
要
に
な
っ
て
く
る
。
ど
う

使
う
か
は
、
検
討
中
。
職
務

内
容
を
見
直
し
、
職
域
拡
大

に
向
け
た
い
。

協
議
会
　
署
長
や
局
幹
部
の

為
な
ら
新
た
な
差
別
だ
。
給

与
が
６
級
3
4
7
3
0
0
円

３
級
2
8
2
1
0
0
円
と
開

き
が
あ
る
。
数
は
将
来
広
げ

る
の
か
。

人
事
課
長
　
長
年
培
わ
れ
た

知
識
と
経
験
を
ど
う
生
か
し

  重複書類の整理と
　　　  調査件数の半減を

段
階
的
定
年
延
長
を
働
き
か
け
よ

協
議
会
　
調
査
手
続
き
の
問

題
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

前
々
回
の
交
渉
で
は
「
調
査

件
数
が
減
る
こ
と
に
な
っ
て

も
や
む
を
得
な
い
」
と
回
答

が
あ
っ
た
。
前
回
の
交
渉
で

は
、
①
作
成
書
類
が
多
す
ぎ

る
、
②
手
続
き
が
煩
雑
で
重

複
し
て
い
る
。
も
っ
と
整
理

し
た
書
式
に
な
ら
な
い
の

か
、
③
そ
の
た
め
調
査
が
長

期
化
す
る
弊
害
が
生
じ
て
い

る
、
と
問
題
点
を
指
摘
し

た
。
書
式
の
重
複
を
整
理
し

ろ
、
の
声
は
問
題
と
し
て
届

い
て
い
る
の
か
。
現
場
に
そ

の
対
策
は
聞
こ
え
て
こ
な
い

が
（
対
策
は
）
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

長
官
　
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を

含
め
た
、
重
複
し
て
い
る
記

載
項
目
の
省
略
を
考
え
て
い

る
。

協
議
会
　
現
場
で
は
も
っ
と

簡
素
化
し
、
調
査
件
数
を
半

減
し
て
ほ
し
い
。
４
月
～
６

月
で
解
消
し
た
と
は
思
え
な

い
。
余
裕
を
も
っ
た
事
務
計

画
を
作
成
し
て
ほ
し
い
。

総
務
課
長
　
各
局
で
重
複
し

て
い
る
部
分
を
見
直
し
て
い

る
。
リ
ハ
リ
ハ
、
リ
ハ
ー
サ

ル
で
時
間
を
見
積
も
り
、
一

人
の
件
数
が
お
の
ず
と
出
て

く
る
。
事
務
が
重
く
な
っ
た

こ
と
は
事
実
。
必
要
な
時
間

は
確
保
す
る
。

協
議
会
　
相
手
が
い
る
。
実

地
で
は
な
い
時
は
、
行
政
指

導
、
電
話
一
本
で
済
ん
だ
。

中
身
は
簡
単
で
も
相
手
と
接

触
出
来
な
い
た
め
時
間
が
か

か
る
事
案
も
あ
る
。

総
務
課
長
　
新
し
い
手
続
き

で
思
う
よ
う
に
出
来
な
い
場

合
も
あ
る
と
思
う
が
、
事
例

が
た
ま
っ
て
く
れ
ば
…
…
。

協
議
会
　
透
明
性
・
予
見
可

能
性
が
趣
旨
。
手
続
き
を
き

ち
ん
と
や
る
に
は
証
拠
の
積

み
上
げ
が
必
要
で
時
間
が
か

か
る
。
調
査
件
数
を
前
年
並

み
で
は
駄
目
だ
。
ち
ゃ
ん
と

手
続
き
を
と
れ
る
よ
う
き
ち

ん
と
や
っ
て
も
ら
い
た
い
。

総
務
課
長
　
今
ま
で
と
違
う

や
り
方
で
あ
り
、
適
正
な
時

間
を
見
積
も
っ
て
き
ち
ん
と

や
り
た
い
。

協
議
会
　
リ
ハ
リ
ハ
の
ベ
ー

ス
に
し
な
い
こ
と
。

総
務
課
長
　
１
月
以
降
の
実

績
を
見
て
い
る
。

協
議
会
　
接
触
率
を
気
に
し

て
い
る
の
か
。

総
務
課
長
　
全
体
の
バ
ラ
ン

ス
。
接
触
率
も
上
げ
て
い
き

た
い
が
、
今
ま
で
の
水
準
を

維
持
し
た
い
。

　
廃
止
宿
舎
の
原
状
回
復
費
用

協
議
会
　
宿
舎
廃
止
の
問
題

で
、
独
法
の
場
合
は
原
状
回

復
し
て
も
ら
う
と
回
答
が

あ
っ
た
が
、
使
用
見
込
み
が

な
い
場
合
は
回
復
不
要
の
知

ら
せ
が
出
る
と
い
う
こ
と

で
、
よ
い
か
。

会
計
課
長
　
原
状
回
復
が
免

除
さ
れ
る
項
目
に
、
使
用
見

込
み
の
宿
舎
は
該
当
し
な

い
。
　
独
法
の
廃
止
宿
舎
の
原
状

回
復
費
用
負
担
は
、
廃
止
ま

で
に
時
間
が
あ
る
場
合
も
あ

り
、
管
理
者
が
ど
う
す
る
か

個
別
に
判
断
さ
れ
る
。

協
議
会
　
独
法
の
宿
舎
の
原

状
回
復
費
用
が
必
要
か
ど
う

か
は
ど
こ
が
や
る
の
か
。

会
計
課
長
　
各
国
税
局
か
ら

聞
い
て
も
ら
っ
て
い
る
。
調

整
は
庁
で
や
る
。

協
議
会
　
徴
収
シ
ス
テ
ム
の

問
題
に
つ
い
て
の
現
状
認
識

を
伺
い
た
い
。

長
官
　
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

た
が
、
シ
ス
テ
ム
の
修
正
を

重
ね
て
き
た
。

　
現
在
、
特
段
の
事
象
は
な

く
順
調
に
推
移
し
て
い
る
。

カ
レ
ン
ダ
ー
機
能
や
、
的
確

な
進
行
管
理
が
出
来
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　
報
告
機
能
を
切
り
離
す
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。

協
議
会
　「
順
調
に
」と
い
う

が
、
ワ
ー
ド
並
み
の
入
力
機

能
、
ペ
ー
パ
レ
ス
ど
こ
ろ
か

ペ
ー
パ
ー
ロ
ス
・
・

等
効
率
が
悪

す
ぎ
る
。

　
徴
収
職
員
は
、
シ
ス
テ
ム

入
力
が
仕
事
で
は
な
い
。

協
議
会
　
今
後
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
修
正
の
予
算
を
確
保
す
る

こ
と
。

　
徴
収
シ
ス
テ
ム
の
改
善
を

て
い
く
か
、
６
級
に
ふ
さ
わ

し
い
仕
事
、
希
望
を
聞
い
て

検
討
し
て
い
る
。
職
務
内
容

に
よ
る
が
誰
で
も
６
級
と
は

言
え
な
い
。　

協
議
会
　
６
級
再
任
用
は
短

期
な
の
か
、
ま
た
、
い
つ
発

令
す
る
の
か
。

人
事
課
長
　
短
期
　
時
間
の
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勤
務
に
な
る
。
６
級
ポ
ス
ト

の
フ
ル
タ
イ
ム
で
は
現
職
の

職
員
の
処
遇
と
同
じ
に
な
っ

て
し
ま
う
。
導
入
は
来
年
の

４
月
か
ら
に
な
る
。

協
議
会
　
非
常
勤
職
員
に

つ
い
て
今
年
3
月
の
更
新

時
期
に
、
東
京
局
目
黒
署

を
始
め
恣
意
的
な
雇
い
止

め
が
あ
っ
た
。
更
新
に
当

た
っ
て
は
、
雇
用
希
望
者

全
員
の
希
望
を
優
先
し
、

恣
意
的
な
雇
い
止
め
は
行

わ
な
い
こ
と
。
ま
た
、
税

務
1
級
7
号
俸
を
基
礎
と

し
た
時
給
単
価
に
改
善
す

る
こ
と
。

人
事
課
長
　
目
黒
署
で
は

非
常
勤
職
員
の
能
力
の
実

証
を
行
っ
た
結
果
だ
。
能

力
の
実
証
を
や
っ
て
い
な

け
れ
ば
問
題
だ
が
恣
意
的

で
は
な
い
。

協
議
会
　
退
職
の
理
由
に

つ
い
て
該
当
者
に
説
明
も

さ
れ
て
い
な
い
。

人
事
課
長
　
公
募
・
面
接
・

採
用
と
人
事
院
規
則
に
基

づ
い
た
手
続
き
を
踏
み
、

1
年
間
の
任
期
で
採
用
し

て
い
る
。
見
解
が
違
う
。

協
議
会
　
正
規
職
員
の
穴

埋
め
と
し
て
働
い
て
も

ら
っ
て
い
る
。
職
場
か
ら

も
頼
り
に
さ
れ
て
い
る
。

本
来
な
ら
正
規
職
員
を
増

員
す
べ
き
部
分
を
助
け
て

も
ら
っ
て
い
る
。
非
常
勤

職
員
は
同
じ
職
場
で
働
く

仲
間
だ
。
そ
の
人
た
ち
を

恣
意
的
に
解
雇
し
て
い

る
。
そ
の
後
は
人
が
足
り

な
い
か
ら
と
新
規
採
用
で

増
や
し
て
い
る
。

総
務
課
長
　
各
署
で
ど
の

よ
う
な
仕
事
が
あ
り
、
ど

う
い
う
人
が
必
要
な
の

か
、
そ
れ
に
応
じ
て
公
募

し
て
い
る
。

協
議
会
　
目
黒
署
の
課
長

も
、
一
元
化
会
議
の
運
用

が
ま
ず
か
っ
た
と
反
省
し

て
い
た
。
経
験
も
重
要
だ

と
当
局
は
言
っ
て
い
る
。

非
常
勤
職
員
が
働
き
や
す

い
職
場
の
観
点
が
な
く
、

目
黒
署
の
場
合
は
「
使
い

づ
ら
い
人
」「
よ
く
意
見
を

言
う
人
」
を
や
め
さ
せ
た

と
し
か
思
え
な
い
。
非
常

勤
職
員
も
生
活
が
か
か
っ

て
い
る
。
今
後
も
繰
り
返

し
要
求
し
て
い
く
。

　
恣
意
的
な
雇
い
止
め
は
や
め
ろ

曳
栄

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡

小
部
会
計
課
長

6
級
再
任
用
、詳
細
を
明
ら
か
に

藤
平
評
議
委
員

鞍 杏庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵お
詫
び
　
前
号
一
面
下
段
見
出
し
文
中
に
「
4
」
の
数
字
が
抜
け
て
い

ま
し
た
。
ま
た
二
面
の
写
真
が
拡
大
さ
れ
た
ま
ま
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
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